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　パウロ書簡において、良心の問題がもっとも多く取り上げられるのは、第 1 コリント 8 章以下
の部分である。(18) そこでまずはこの部分に関する内村の解釈から検討をはじめよう。使用する
テキストは 1916 年の「如何にして偶像に対すべき乎」である。ここで解釈されるのは、第 1 コ











































































































































































































(31)　内村「主の祈禱と其解釈」1919 年、『全集 25』、110 ページ。
(32)　同前、112 ページ。
(33)　同前。
(34)　同前、113 ページ。
(35)　同前。
(36)　同前。
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　続いて内村はそれぞれの句に関する解釈を行う。第一の祈祷は「願はくは聖名を崇めさせ給へ」
である。これは「我等の祈の第一の題目は神でなければならない」ということであり、自分につ
いて祈るのではなく、「神の聖名の万民に崇められん事、之れ基督者の祈禱の第一条たるべき」(37)
であると内村は述べる。次に「聖国を臨らせ給へ」について内村は、「神の国が此地上に来臨せ
ん事」「天が地に来りて此所に実現せん事」と解釈し、「一国又は一社会のための祈ではない、全
地球全人類に関する祈である」(38) とする。そして「天に係る」部分の終りとしての「聖旨の天
に成る如く地にも成させ給へ」について、「神の国の地上に来臨するのみならず、次に其感化が
各自に及び神の心意が各自の心意となり各自が実に神の子とならん事を祈る」(39) のであると述
べる。「国」の支配の問題にとどまらない、各個人の心の問題であると言うのである。「仮
た と へ
令キリ
スト来りて完全なる政治を行ひ社会の罪悪を悉く除き給ふとも各自が神の心を以て己の心とする
に非らざれば其恩恵に与る事が出来ない、故に地に降りし神が更に各自に入り込み之を全く占領
し給へと祈るのである」。(40)
　後半に移る前に、以上の部分を通して自己の問題を確認しておこう。まず神が先で地のことが
後とされる天で、キリスト教の中心が人間ではなく神であるということが示される。これは自己
中心性の否定である。しかし「各自が神の心を以て己の心とする」というのであるから、各自の
自己が全く否定されるというわけではない。「占領」という事態は、占領すべきものがあるから
こそ起こり得るのである。先に見た受器と同様の意味がここでも確認できると言えるであろう。
　続いては後半の、人間についての祈祷に関する箇所である。「我らの日用の糧を今日も与え給
へ」について内村は、「生計問題決して神の顧み給はざる所ではない」(41) とするが、しかし「今日」
なのであって、明日や明後日、子々孫々に至るまでの財産をねだるようなことはしてはいけない
と述べる。
　次の「我等に負債ある者を我等が赦す如く、我等の負債をも赦し給へ」について、これは罪の
問題なのであり、「神に罪を赦されんが為には自ら先づ我が敵を赦さなければならない」(42) と内
村は説明する。これは過去の罪の問題であり、一方続く「我等を試探に遇せ給ふ勿れ」は「我等
の前に当りて我等を罪に陥れんとする幾多の試探」(43) に対するものである。「悪より救ひ出し給
へ」は、「試探」に遇ってしまった場合の祈りであり、或は「前の祈と同じ種類」とも考えられる、
と内村は解釈するのである。従って後半の人間についての祈祷句は、人間の外的な生活と内的な
罪に関して神に頼るものであると考えることができるであろう。
(37)　同前。
(38)　同前。
(39)　同前。
(40)　同前。
(41)　同前、114 ページ。
(42)　同前。
(43)　同前、115 ページ。
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　以上のように主の祈りについて解釈を行った内村は、これを以下のようにまとめている。
「…ベンゲル曰く祈祷とは地にある人が天にある神に縋り付き以て神を天より地に伴ひ来る
事であると、実にさうである、而して祈祷中の祈祷は「主の祈祷」である、…主の祈祷は常
にキリストの精神であつて又使徒等の精神であつた、…故に主の祈祷の各句を基礎として其
上に基督教の大体系を建設する事が出来る。」(44)
　さらに内村は注意を要することとして、自己中心性の問題を挙げる。
「注意すべきは普通の祈の中に数多くして主の祈祷の中一も見当たらざる語ある事である、
何である乎、曰く「我」である、…」(45)
　内村はこの問題を、道徳的な問題としては捉えない。そうではなく人間の救済と深く結びつい
たことと考えて次のように説明している。
「…之れ必ずしも自己の為の祈を禁じ給うたのではない、聖書の中にも「神よ罪人なる我を
憐み給へ」との祈がある、然しながら普通の場合に於て祈は会衆の全体に亘らなければなら
ない、家庭に於て全家族が恵まるゝに非ざれば我は恵まれないのである、集会に於ても亦然
り、全員共に恩恵に与らん事を願ふ、…」(46)
　このように、全員が恩恵を受け救われると考えることで自分も安心して救われることができる
と内村は考えるのである。人間の救済とは、一人一人の人間が確かに自分は救済されたと安心し、
満足できるものでなければならず、それは当人以外の他の人間がこの人は救われた、救われない、
等と判断できるようなものではない。その意味で救済は個人の問題であり、宗教は個人的なもの
である。しかし、その一人一人が救済される過程で、同じ集会にいる兄弟同胞の救いから、ある
いは敵の赦しまで、様々な他の人間との係りが問題となる、ということになる。
(44)　同前、122 ページ。
(45)　同前、116 ページ。
(46)　同前。
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まとめに代えて　祈りと愛
　確かに愛には、他のためにはたらくことを自らの喜びとして感じる機能がある。そこには自己
中心性とはまた違った意味で自己を満たすものがあるのではないだろうか。内村はそのことを、
祈りとは喜びであるといった言葉を通して表現しているように思われる。
　内村における愛という概念は問題性を含んだ扱いの難しいものである。少なくとも、内村が愛
のみを強調することが危険なことであると考えていたことは考慮しておかねばならないだろう。
内村は人間の愛と神の愛を区別し、さらに人間の愛の中でも恋愛に対しては警戒心を抱いている
が、これは「自由な」恋愛が家庭（内村によればそれはキリスト教的社会の根底をなすユニット
である）を破壊しかねないものだからである。内村が近代人の恋愛を、対象を自己の延長として
愛するようなエゴイズム的なものであると見ぬいていたことについて見落としてはならない。内
村にとって、自己中心性の問題を棚上げしたまま愛を強調することは危険であったのである。
　愛ということは内村に限らずそれ自体注意が必要な問題である。この問題について述べるので
あれば、より包括的な明治から大正にかけての「愛」という概念がいかに受容されたか、という
視点が必要であると考えられるが、それは今後の課題としたい。ここでは、不敬事件や非戦論等
の印象もあって一般的に我が道を行く強い思想だと思われている内村のキリスト教思想に、他者
の良心から見てどうであるか、といった側面があったことを改めて指摘するにとどめておきたい。
　独立伝道者となって以降の内村が、愛のはたらきについて本稿で確認してきたような理解をも
ち、キリスト教のみならず宗教全般においても重要な要素であると考えられる祈りと結び付けた
思想を展開していることを見るかぎりにおいては、内村鑑三は愛より義を重んじた思想家である
と単純に結論付けるわけにはいかないように思われる。万能なる神の無限な愛が全てを許す、と
いうことが人間の思いあがりへと結びつかぬよう、内村もまた様々な思考をめぐらせていたので
あり、相互に祈り合うことで助け合うということもまたその一環なのではないかと筆者には思わ
れるのである。
（いわの・ゆうすけ　神戸松蔭女子学院大学非常勤講師）
